
ＳＱＦはISO22000と同様にHACCPとISO9001を

一体化させたものであるが、様々な点で相違点

があります。

Ｐｏｉｎｔ１：ＨＡＣＣＰシステムを適切に運用するた

　　　　　めに必要な一般衛生管理プログラムに

　　　　　必須項目が明確に示されている。

Ｐｏｉｎｔ２：ＧＦＳＩから承認された食品マネジメント

　　　　　規格で世界的な信頼性が高い。

Ｐｏｉｎｔ３：あらゆる食品カテゴリーを包括しているため食品産業全般に適用できる規格である。

Ｐｏｉｎｔ４：認証レベルが３段階に分かれているため企業ニーズに応じて選択することが出来る。

レベル１【食品安全の基礎】新規企業及び成長中の企業向けのエントリーレベル

レベル２【HACCPでの安全管理】国際社会の要求を満たした規格でＧＦＳＩ承認レベル

レベル３【ＨＡＣＣＰでの安全と品質管理】安全のみならず品質危害を分析し管理するレベル

※レベル３では製品に上記

　　マークを使用することが

　　可能となります。

■連絡先：エフェクティブ・ナビ有限会社　担当：岩城

福岡市早良区百道浜１丁目３番７０号　TEL.092-852-7500 info@effective-navi.jp

ＳＱＦ規程
ＧＦＳＩ（国際食品安全協会）のベンチマーク要件を満たしている

ＳＱＦがISO22000より優れている訳

ＳＱＦは1994年に西オーストラリア
州政府により開発されたもので
現在ではアメリカの食品マーケティ
ング協会が所有しています。
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